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 64 歳以下で発症する若年認知症は、本人だけでなく、家族への影響が大きいにもかかわら

ず、実態はまだ明らかでなく、支援やサービスも高齢者の認知症に比べて十分とはいえない。

本人や家族が必要とする支援を探るため、インタビューにより情報を収集する。就労に関する

実態を調べるため、授産所や福祉工場の現状を視察し、ジョブコーチの活動を把握する。ま

た、若年認知症の社会活動の場作りを行うことを目的とした。さらに、家族や専門職が使

える「若年認知症支援ハンドブック」を作成する。 

 

 
 

 

１．家族の視点から見た若年認知症の課題を明らかにした。 

２．若年認知症の人の支援に対するニーズを把握した。 

３．若年認知症・家族に対するソーシャル・サポートの現状と課題を明らかにし

た。 

５．若年認知症の社会生活の場作りを行い、その効果を検証した。  

６．「若年認知症支援ハンドブック」の作成 

７．報告書の作成 

 

 

 

 

若年認知症の家族の視点から見た課題や、本人や家族が求める社会的・心理的支

援を明らかにした。若年認知症の本人や家族に対する、医療・福祉場面でのソーシ

ャルサポートの現状を把握し、就労に関する課題を明らかにした。 
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